
40建設業界 2014.741 建設業界 2014.7

　
「
コ
ロ
シ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
」
は
有
明
の
東
京
国
際
展
示

場
駅
と
、
そ
の
北
側
に
あ
る
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
、
有
明
テ

ニ
ス
の
森
公
園
を
つ
な
ぐ
重
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

駅
南
側
の
東
京
国
際
展
示
場
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

目
を
引
く
エ
リ
ア
だ
が
、
北
側
に
は
前
述
し
た
施
設
に

加
え
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
す
る
日
常
的
な
生
活
圏

が
広
が
っ
て
い
る
。
首
都
高
速
湾
岸
線
と
湾
岸
道
路
を

跨
ぐ
橋
長
一
四
二
㍍
、
幅
八
・
二
㍍
の
こ
の
歩
道
橋
が

 

一
〇
車
線
以
上
の
道
路
を
跨
ぐ

歩
道
橋
の
耐
震
補
強

全長140mを超えるコロシアムブリッジの３基の橋脚を耐震補強する。
直下には首都高、国道が走る。幹線道路と近接する現場に求められるのは高精度の施工と万全の安全対策だ。

橋
梁
を
支
え
る

地
中
の
柱
を

地
上
で
耐
震
補
強
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大
規
模
な
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
耐
震
補
強
が

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

工
事
内
容
は
、
路
上
に
そ
び
え
る
三
基
の
橋
脚
補
強

と
、
上
部
の
舗
装
打
ち
換
え
で
あ
る
。
工
期
は
昨
年

十
二
月
か
ら
今
年
七
月
い
っ
ぱ
い
。
東
京
都
港
湾
局
か

ら
工
事
を
受
注
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
の
上
地
良

秀
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
高
速
道
路
を
跨
ぐ
数
少

な
い
高
架
橋
で
す
か
ら
人
通
り
は
多
い
。
こ
の
工
事
に

よ
っ
て
使
用
を
中
断
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
供

用
し
な
が
ら
の
施
工
で
す
。
歩
行
者
に
不
安
感
を
抱
か

せ
な
い
よ
う
安
全
を
確
保
し
、
短
期
で
施
工
す
る
。
そ

れ
が
こ
の
現
場
の
大
き
な
課
題
で
す
」。

　

眼
下
に
は
上
下
一
〇
車
線
を
超
え
る
高
速
道
、
国
道

が
走
る
。
車
両
が
巻
き
起
こ
す
風
圧
、
海
風
と
い
っ
た

不
安
定
な
風
向
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生

活
道
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
短
期
施
工
も
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
同
社
特
化
工
法
の
「
Ｓ
Ｓ
Ｐ

（Super Strengthening Pile Bents

）工
法
」
だ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｐ
工
法
と
は
、
工
場
製
作
さ
れ
た
二
つ
割
り
の

補
強
鋼
板
を
既
設
杭
に
巻
き
立
て
、
地
中
に
圧
入
し
て

補
強
す
る
工
法
だ
。

　

最
初
に
、
既
設
杭
に
反
力
用
鋼
板
を
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

で
固
定
す
る
。
鋼
板
に
は
反
力
リ
ブ
が
溶
接
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
リ
ブ
に
圧
入
装
置
を
固
定
す
る
。
そ
の
下
部

で
一
・
五
㍍
ほ
ど
の
補
強
鋼
板
を
既
設
杭
に
巻
き
立
て

る
よ
う
に
組
み
立
て
溶
接
。
円
筒
に
な
っ
た
補
強
鋼
板

を
圧
入
装
置
で
地
中
に
押
し
込
ん
で
い
く
。
そ
の
際
、

補
強
鋼
板
の
内
側
に
は
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
と
エ
ア
ー
リ
フ

ト
を
併
用
し
、
土
砂
を
泥
土
と
し
て
排
出
す
る
。
こ
れ

を
繰
り
返
し
、
地
下
約
二
〇
㍍
ま
で
補
強
鋼
板
を
圧
入

し
て
い
く
。
圧
入
完
了
後
、
既
設
杭
と
鋼
板
の
間
に
水

中
不
分
離
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し
、
既
設
杭
と
一

体
化
し
て
耐
震
性
能
の
向
上
を
図
る
。
三
基
の
橋
脚
の

う
ち
二
基
に
こ
の
工
法
を
採
用
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
橋

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

テ
ニ
ス
競
技
会
場
と
な
る
予
定
の「
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園
」。

こ
の
日
本
テ
ニ
ス
界
の
聖
地
と
最
寄
り
駅
で
あ
る
東
京
臨
海
高
速
鉄
道

 「
国
際
展
示
場
」駅
を
結
ぶ「
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
」で

耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。歩
道
橋
の
基
礎
を
支
え
る

地
中
の
橋
脚
部
を
よ
り
強
靭
な
も
の
と
す
る
の
は「
Ｓ
Ｓ
Ｐ
工
法
」。

円
筒
形
の
鋼
板
を
既
存
柱
に
沿
っ
て
圧
入
す
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
だ
。

平
成
二
十
五
年
度

コ
ロ
シ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
耐
震
補
強
工
事

補
強
鋼
板
を
地
上
で
組
み
立
て
、地
中
に
圧
入

都内における橋梁の耐震計画は橋桁など地上部の補強が終了しつつある。今後、
地下構造の強靭化が本格化するなか、コロシアムブリッジの橋脚耐震補強に採
用された「SSP工法」が有望なソリューションとして注目を集めている。

円筒を縦に2分割して工場製作された補強
鋼板を現場の既存杭に巻き立てる。溶接し
て茶筒状になった鋼板を順次地中に圧入す
る。

発  注  者：東京都港湾局東京港管理事務所
施  工  者：オリエンタル白石株式会社
工　　期：平成25年12月〜平成26年7月
工事内容：鉄板巻立て補強工［圧入工法］
　　　　　RC巻立て補強工
　　　　　橋面舗装打換え工
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脚
は
三
本
の
杭
か
ら
な
る
パ
イ
ル
ベ
ン
ト
橋
脚
だ
。
今

回
の
工
事
で
以
前
よ
り
三
〇
㌢
㍍
ほ
ど
太
く
・
強
靭
に

な
っ
た
計
六
本
の
柱
が
コ
ロ
シ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
を
し
っ

か
り
と
支
え
る
。

　

従
来
の
パ
イ
ル
ベ
ン
ト
橋
脚
補
強
は
、
既
設
杭
を
取

り
囲
む
よ
う
に
新
た
な
杭
を
増
設
し
、
既
設
杭
の
地
中

部
に
新
た
に
フ
ー
チ
ン
グ
を
設
け
、
増
し
杭
と
一
体
化

す
る
工
法
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、
狭
隘
な
既

設
構
造
物
直
下
で
土
留
め
、
仮
締
切
を
施
工
し
、
大
型

重
機
な
ど
を
展
開
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
大
規

模
な
施
工
と
な
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｐ
工
法
は
コ
ン
パ
ク
ト
施
工

で
、
低
コ
ス
ト
、
短
工
期
を
可
能
と
す
る
。

　
「
施
工
ポ
イ
ン
ト
は
高
速
道
路
に
挟
ま
れ
た
非
常
に

限
ら
れ
た
場
所
で
の
工
事
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｐ

工
法
は
従
来
の
補
強
工
事
と
比
較
し
て
現
場
の
景
観
変

化
も
最
小
限
で
済
む
。
時
速
一
〇
〇
㌔
近
い
速
度
で
疾

走
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
覚
的
な
負
荷
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
上
地
所
長
は
話
す
。
そ
れ
で
も
、高
速

道
路
と
近
接
す
る
現
場
だ
。
現
場
全
体
で
安
全
施
工
を

徹
底
し
た
。
小
さ
な
板
切
れ
や
土
ぼ
こ
り
が
海
風
に
飛

ば
さ
れ
る
こ
と
を
想
像
す
る
だ
け
で
ゾ
ッ
と
す
る
。「
現

場
で
は
シ
ー
ト
と
ネ
ッ
ト
で
二
重
の
養
生
を
施
し
、
重

機
も
道
路
と
は
反
対
側
で
の
稼
動
を
厳
守
し
ま
し
た
」。

　

さ
ら
に
環
境
対
策
に
も
万
全
を
期
し
た
。
そ
の
ひ
と

つ
、
濁
水
処
理
に
つ
い
て
上
地
所
長
が
説
明
し
て
く
れ

た
。「
こ
の
現
場
で
は
工
事
に
必
要
と
な
る
水
が
無
い

ん
で
す
。
水
は
貴
重
品
。
圧
入
時
の
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
で

発
生
し
た
泥
水
は
地
上
の
濁
水
処
理
装
置
で
浄
水
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
で
泥
水
が

こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
胸
を
張
る
。

地
下
二
〇
㍍
の
土
砂
で
ド
ロ
ド
ロ
に
濁
っ
た
泥
水
が
装

置
を
経
る
と
、
飲
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
澄

ん
だ
水
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｐ
工
法
は
河
川
橋
梁
の
補
強
工
事
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
に
数
々
の
優
れ
た
実
績
を
上
げ
て
き
た
工
法

だ
。
上
地
所
長
も
こ
の
工
法
を
手
が
け
る
の
は
コ
ロ
シ

ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
で
三
回
目
に
な
る
と
い
う
。
Ｓ
Ｓ
Ｐ
工

法
に
関
し
て
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
熟
達
し
た
技
術
者
か

と
思
い
き
や
、
そ
う
で
は
な
い
と
目
力
を
強
く
し
た
。

「
現
場
は
一
つ
ひ
と
つ
異
な
り
ま
す
。
土
質
や
埋
設
物

の
影
響
も
あ
る
。
こ
の
工
事
は
地
中
と
い
う
見
え
な
い

場
所
で
勝
負
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
同
じ
工
法
で
も
現

ベビーカーを押すお母さんが使
うエレベーターも稼動させなが

課題を克服して完工したときのやりが
いを全員で共有したいと思っています。
この現場では以前から顔見知りの技術
者が参集しましたから呼吸はぴたりと
合っていますが、他の現場でも同様の
一体感を醸成できればベストです。
　それともうひとつ、この現場で気づ
かされたことは、日頃からテニスを楽
しむ方の多さです。現場も楽しく！が
一番ですね。

ら施工する、安全第一の現場です。こ
れからは通行者の目に触れやすい上部
の舗装が始まります。やはり安全、順
調な進捗を後押しするのは現場内のコ
ミュニケーション力だと再認識してい
ます。何でも話せる、要望に耳を傾け
る、そうした雰囲気のなかでコミュニケ
ーションを深めこの現場を完遂したい。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

オリエンタル白石株式会社
平成25年度コロシアムブリッジ
耐震補強工事 現場代理人 所長

上地良秀
Yoshihide Uechi

場
が
違
え
ば
条
件
も
異
な
る
の
で
緊
張
感
は
常
に
つ
き

ま
と
っ
て
き
ま
す
」
と
語
る
。
コ
ロ
シ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ

の
補
強
工
事
に
は
以
前
他
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
工
法
の
現
場
で
と

も
に
施
工
に
あ
た
っ
た
メ
ン
バ
ー
や
経
験
者
が
結
集
し

た
。「
こ
の
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
圧
入
装
置

や
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

が
揃
っ
て
い
る
。
と
て
も
心
強
い
現
場
で
す
」。

　

着
工
し
て
し
ば
ら
く
し
た
時
、
土
質
柱
状
図
に
は
な

い
貝
殻
が
地
中
か
ら
出
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
補
強

鋼
板
の
圧
入
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
所
長
は
メ
ン
バ
ー

全
員
を
招
集
し
て
話
し
合
っ
た
。
先
端
の
土
砂
や
貝
殻

が
取
り
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
土
質
そ
の
も

の
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
様
々
な

意
見
が
飛
び
交
う
。
補
強
鋼
板
を
圧
入
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
や
、
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
と
エ
ア
ー
リ
フ
ト
の
施
工
方
法

を
微
妙
に
変
え
な
が
ら
克
服
し
た
。
そ
の
結
果
も
全
員

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。「
現
場
に
携
わ
る
全
員
が
共

通
の
意
志
を
持
っ
て
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
け

る
環
境
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
、
月
並
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
」
と
上
地
所
長
は
話
す
。
午
前
と

午
後
必
ず
一
回
ず
つ
現
場
に
入
り
、
職
長
だ
け
で
は
な

く
作
業
員
、
職
員
た
ち
に
も
声
を
か
け
て
ま
わ
る
。「
個

人
名
で
直
接
話
し
か
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

現
場
の
要
望
も
聞
こ
え
て
く
る
。
対
話
に
よ
っ
て
現
場

は
和
み
ま
す
。
現
場
の
雰
囲
気
が
い
い
と
ベ
ク
ト
ル
が

ひ
と
つ
に
な
り
施
工
は
順
調
に
推
移
し
ま
す
。
た
ま
に

強
く
叱
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
」
と
表
情
を
緩
め
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技
術
は
現
場
で
揉
ま
れ
、
実
績
を
積

み
上
げ
、
さ
ら
に
高
度
な
工
法
に
成
長
し
て
い
く
。
現

場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
化
す
る
。
そ
れ
に
と

も
な
い
Ｓ
Ｓ
Ｐ
工
法
と
い
う
技
術
も
進
化
し
て
い
く
。

既設杭にガッチリと固定された圧入装置が補強鋼板を地中に押し込んでいく。周囲の地盤に及ぼす影響も最小
限に抑える。

現
場
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コロシアムブリッジは駅とテニスコートを行き来する
人の通りが絶えない。歩行者に不安感を与えない、こ
れがこの現場の鉄則だ。

補強鋼板の最終圧入はミリ単位で計測しながら行う。
携わるスタッフの「あ・うん」の呼吸が高精度施工の要だ。

施工ヤードは高速道路に沿うように展開せざるを得
ない。圧入で発生した泥水の濁水プラントもコンパ
クトに配置されている。

地下約18mまで補強鋼板の圧
入が完了したところで既設杭と
の間隙にモルタルを充填する。
既設杭を芯とする新たな橋脚が
完成する。


